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三　

回
付
案
は
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
議
院
運
営
委
員
会
に
諮
っ
た

後
、
議
院
の
会
議
に
付
す
る

衆
議
院
か
ら
議
案
が
回
付
さ
れ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
議
院
運
営
委
員
会
に
回
付
案
の
内
容
を
報
告
し
そ
の
取
扱
い
に

つ
い
て
諮
っ
た
後
、
議
院
の
会
議
に
付
す
る
。

参
照　

二
一
三
号

四
二
四　

両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例

㈠　
本
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
た
衆
議
院
回
付
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
例

本
院
に
お
い
て
衆
議
院
回
付
の
法
律
案
に
不
同
意
と
決
し
た
と
き
は
、
本
院
は
、
衆
議
院
に
対
し
そ
の
通
知
と
同
時
に

両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
衆
議
院
は
、
こ
の
請
求
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

本
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
た
衆
議
院
回
付
の
法
律
案
に
つ
き
、
本
院
の
求
め
に
衆
議
院
が
応
じ
て
、
両
院
協
議
会
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を
開
き
協
議
し
た
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
回
国
会　

昭
和
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、
教
育
公
務
員
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
の
衆
議
院
回
付
案
に
不
同
意
と
決
し
た
後
、
本
法
律
案
に
つ
き
両
院
協
議
会
を
求
め
る
の
動
議
（
小
笠
原
二
三

男
君
提
出
）
を
可
決
し
、
直
ち
に
衆
議
院
に
対
し
両
院
協
議
会
を
求
め
た
。
同
日
衆
議
院
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
こ

と
に
決
し
た
。
両
院
協
議
会
は
、
同
月
三
十
一
日
成
案
を
得
、
本
院
は
同
年
六
月
二
日
成
案
を
可
決
し
、
衆
議
院

に
送
付
し
た
。
同
日
衆
議
院
は
こ
れ
を
可
決
し
た
。

㈡　
衆
議
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
た
本
院
回
付
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
例

本
院
回
付
の
法
律
案
に
衆
議
院
が
不
同
意
と
決
し
た
と
き
は
、
衆
議
院
は
、
本
院
に
対
し
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

衆
議
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
た
本
院
回
付
の
法
律
案
に
つ
き
、
両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

第
二
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
七
月
四
日
本
院
に
お
い
て
修
正
議
決
し
衆
議
院
に
回
付
し
た
国
家
行
政
組
織
法
案
は
、

同
月
五
日
衆
議
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
、
衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は
、
同

日
成
案
を
得
、
両
院
に
お
い
て
こ
れ
を
可
決
し
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。
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㈢　
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
例

本
院
に
お
い
て
衆
議
院
送
付
の
法
律
案
を
否
決
し
た
と
き
は
、
衆
議
院
は
、
本
院
に
対
し
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
法
律
案
に
つ
き
、
両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。第

七
回
国
会　

昭
和
二
十
五
年
五
月
一
日
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
地
方
税
法
案
に
つ
い
て
、
同
日

衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
三
木
治
朗
君
は
、
同

月
二
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。

第
十
回
国
会　

昭
和
二
十
六
年
三
月
二
十
九
日
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
食
糧
管
理
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
同
月
三
十
一
日
衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を

得
ず
、
協
議
委
員
議
長
野
溝
勝
君
は
、
同
年
五
月
十
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。

第
百
二
十
八
回
国
会　

平
成
六
年
一
月
二
十
一
日
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
案
、
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
及
び
政
党
助
成
法
案
に
つ
い
て
、
同
月
二
十
六
日
衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は

同
月
二
十
九
日
そ
れ
ぞ
れ
成
案
を
得
、
両
院
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
可
決
し
た
。
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㈣　
衆
議
院
に
お
い
て
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
議
決

を
し
た
法
律
案
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
例

本
院
が
衆
議
院
の
議
決
し
た
法
律
案
を
受
け
取
っ
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
い

と
き
は
、
衆
議
院
は
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
院
が
そ
の
法
律
案
を
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す

議
決
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
、
衆
議
院
は
、
本
院
に
対
し
両
院
協
議
会
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

衆
議
院
に
お
い
て
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
議
決
を
し
た
法
律
案
に
つ
き
、
両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
三
回
国
会　

昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
及
び
同
月
三
十
一
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
保
安
庁
職
員
給
与
法
案
は
、
い
ず
れ
も
本
院
に
お
い
て
受
領

後
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
七
月
三
十
日
衆
議
院
に
お
い
て
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規

定
に
よ
り
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
議
決
を
行
い
、
衆
議
院
か
ら
両
案
の
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。

保
安
庁
職
員
給
与
法
案
は
同
月
三
十
一
日
成
案
を
得
、
同
日
両
院
に
お
い
て
こ
れ
を
可
決
し
、
国
家
公
務
員
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
両
院
協
議
会
に
お
い
て
協
議
し
た
が
、
会
期
終
了
に
よ
り
協
議
未
了
と
な
っ
た
。

㈤　
衆
議
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
た
本
院
回
付
の
予
算
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
例

本
院
回
付
の
予
算
に
衆
議
院
が
不
同
意
と
決
し
た
と
き
は
、
国
会
法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
は
、
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本
院
に
対
し
両
院
協
議
会
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

衆
議
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
た
本
院
回
付
の
予
算
に
つ
き
、
両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

第
百
七
十
一
回
国
会　

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
六
日
本
院
に
お
い
て
修
正
議
決
し
衆
議
院
に
回
付
し
た
平
成
二
十

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
及
び
平
成
二
十
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
2
号
）
は
、
同
日
衆
議

院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
、
衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は
、
同
月
二
十
七
日
成

案
を
得
ず
、
憲
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。
協
議
委
員
議

長
北
澤
俊
美
君
は
、
同
月
二
十
八
日
の
会
議
に
お
い
て
、
成
案
を
得
な
か
っ
た
旨
を
報
告
し
た
。

㈥　
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
予
算
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
例

本
院
に
お
い
て
予
算
を
否
決
し
た
と
き
は
、
国
会
法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
は
、
本
院
に
対
し

両
院
協
議
会
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
予
算
に
つ
き
、
両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
百
十
八
回
国
会　

平
成
二
年
三
月
二
十
六
日
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）、
平
成
元
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
2
号
）
及
び
平
成
元
年
度
政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
（
機
第
2

号
）
に
つ
い
て
、
同
日
衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
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長
矢
田
部
理
君
は
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

㈦　
本
院
に
お
い
て
承
認
し
な
い
と
議
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
条
約
に
つ
い
て
、
協
議
し
た
例

本
院
に
お
い
て
衆
議
院
送
付
の
条
約
を
承
認
し
な
い
と
議
決
し
た
と
き
は
、
国
会
法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
衆
議
院
は
、
本
院
に
対
し
両
院
協
議
会
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
院
に
お
い
て
承
認
し
な
い
と
議
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
条
約
に
つ
き
、
両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

第
百
六
十
九
回
国
会　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
五
日
本
院
に
お
い
て
承
認
し
な
い
と
議
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
日
本

国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本

国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
第
二
十
四
条
に
つ
い
て
の
新
た
な
特
別
の
措
置
に
関
す
る
日
本

国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
に
つ
い
て
、
同
日
衆
議
院
か
ら
両

院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
浅
尾
慶
一
郎
君
は
、
同
日
の
会
議
に

お
い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決

と
な
っ
た
。
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第
百
七
十
一
回
国
会　

平
成
二
十
一
年
五
月
十
三
日
本
院
に
お
い
て
承
認
し
な
い
と
議
決
し
た
衆
議
院
送
付
の
第
三

海
兵
機
動
展
開
部
隊
の
要
員
及
び
そ
の
家
族
の
沖
縄
か
ら
グ
ア
ム
へ
の
移
転
の
実
施
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
に
つ
い
て
、
同
日
衆
議
院
か
ら
両
院

協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
浅
尾
慶
一
郎
君
は
、
同
日
の
会
議
に
お

い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と

な
っ
た
。

八　

内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
い
て
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
協
議
し
た
例

内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
い
て
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
な
い
と
き
は
、
国
会
法
第
八
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
本
院
は
、
衆
議
院
に
対
し
両
院
協
議
会
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
き
、
両
院
協
議
会
を
開
き
協
議
し
た
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
吉
田
茂
君
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
た
が
、

衆
議
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
芦
田
均
君
を
指
名
し
た
の
で
、
本
院
は
、
衆
議
院
に
両
院
協
議
会
を
求
め
た
。

両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
下
條
康
麿
君
は
、
同
月
二
十
三
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を

報
告
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
指
名
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と

な
っ
た
。



五
二
〇

第
百
十
五
回
国
会　

平
成
元
年
八
月
九
日
の
会
議
に
お
い
て
、
土
井
た
か
子
君
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
し
た
が
、

衆
議
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
海
部
俊
樹
君
を
指
名
し
た
の
で
、
本
院
は
、
衆
議
院
に
両
院
協
議
会
を
求
め
た
。

両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
鈴
木
和
美
君
は
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。

よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
指
名
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
百
四
十
三
回
国
会　

平
成
十
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
菅
直
人
君
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指

名
し
た
が
、
衆
議
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
小
渕
恵
三
君
を
指
名
し
た
の
で
、
本
院
は
、
衆
議
院
に
両
院
協
議

会
を
求
め
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
本
岡
昭
次
君
は
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ
の

旨
を
報
告
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
指
名
の
議
決
が
国
会
の
議
決

と
な
っ
た
。

第
百
六
十
八
回
国
会　

平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
小
沢
一
郎
君
を
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
し

た
が
、
衆
議
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
福
田
康
夫
君
を
指
名
し
た
の
で
、
本
院
は
、
衆
議
院
に
両
院
協
議
会
を

求
め
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
輿
石
東
君
は
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
報

告
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
指
名
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ

た
。

第
百
七
十
回
国
会　

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日
（
召
集
日
）
の
会
議
に
お
い
て
、
小
沢
一
郎
君
を
内
閣
総
理
大
臣



五
二
一

第
十
八
章　

衆
議
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と
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（
四
二
五
）

に
指
名
し
た
が
、
衆
議
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
麻
生
太
郎
君
を
指
名
し
た
の
で
、
本
院
は
、
衆
議
院
に
両
院

協
議
会
を
求
め
た
。
両
院
協
議
会
は
成
案
を
得
ず
、
協
議
委
員
議
長
輿
石
東
君
は
、
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
そ

の
旨
を
報
告
し
た
。
よ
っ
て
、
憲
法
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
指
名
の
議
決
が
国
会
の
議

決
と
な
っ
た
。

四
二
五　

両
院
協
議
会
協
議
委
員
の
選
挙
手
続
に
関
す
る
例

両
院
協
議
会
は
、
各
議
院
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
た
各
々
十
人
の
委
員
で
こ
れ
を
組
織
す
る
定
め
で
あ
る
。

協
議
委
員
の
選
挙
は
、
議
長
の
発
議
又
は
議
員
の
動
議
に
よ
り
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
そ
の
選
任
を
議
長
に
委
任
す

る
の
を
例
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
議
長
は
両
院
協
議
会
に
付
さ
れ
る
案
件
の
院
議
を
構
成
し
た
会
派
に
そ
の
所
属
議
員

数
に
応
じ
協
議
委
員
を
割
り
当
て
、
会
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た
議
員
を
指
名
す
る
。
た
だ
し
、
本
院
に
お
い
て
審
議
中
の

法
律
案
に
つ
い
て
衆
議
院
が
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
し
、
衆
議
院
か

ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
各
会
派
に
そ
の
所
属
議
員
数
に
応
じ
協
議
委
員
を
割
り
当
て
こ
れ
を
指
名
す

る
。

な
お
、
協
議
委
員
が
選
挙
さ
れ
た
と
き
は
、
即
日
そ
の
旨
を
衆
議
院
に
通
知
す
る
。

国 

第
八
九
条

規 

第
一
七
六

条



五
二
二

（
注
）
第
百
二
十
六
回
国
会
平
成
五
年
三
月
二
十
二
日
の
議
院
運
営
委
員
会
理
事
会
に
お
い
て
、
仮
議
長
、
常
任
委
員
長
、
事
務
総
長
、

両
院
協
議
会
協
議
委
員
、
同
協
議
委
員
の
補
欠
、
裁
判
官
弾
劾
裁
判
所
の
裁
判
員
そ
の
他
の
各
種
の
委
員
等
、
中
央
選
挙
管
理

会
委
員
及
び
同
予
備
委
員
の
選
任
又
は
指
名
を
議
長
に
委
任
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
都
度
、
議
院
運
営
委
員
会
の
決
定
に

基
づ
き
、
議
長
か
ら
こ
れ
を
発
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
決
定
が
あ
っ
た
。

参
照　

一
一
四
号
、
二
五
五
号

四
二
六　

両
院
協
議
会
協
議
委
員
の
辞
任
及
び
補
欠
に
関
す
る
例

協
議
委
員
が
辞
任
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
所
属
会
派
を
通
じ
て
そ
の
旨
を
議
長
に
申
し
出
て
、
議
長
は
、
こ
れ

を
議
院
に
諮
り
、
議
院
が
許
可
す
る
。

協
議
委
員
が
辞
任
等
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
そ
の
補
欠
選
挙
を
行
う
が
、
協
議
委
員
の
補
欠
選
挙
は
、

議
長
の
発
議
又
は
議
員
の
動
議
に
よ
り
、
そ
の
手
続
を
省
略
し
て
そ
の
選
任
を
議
長
に
委
任
す
る
の
を
例
と
す
る
。
こ

の
場
合
、
議
長
は
前
協
議
委
員
の
属
す
る
会
派
か
ら
推
薦
さ
れ
た
議
員
を
指
名
す
る
。

な
お
、
協
議
委
員
が
辞
任
し
そ
の
補
欠
が
選
挙
さ
れ
た
と
き
は
、
即
日
そ
の
旨
を
衆
議
院
に
通
知
す
る
。

参
照　

二
五
五
号

規 

第
一
七
六

条

（
国 

第
九
一
九
一

条
の
二二

）



五
二
三

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
二
六
、
四
二
七
）

四
二
七　

数
個
の
議
案
に
つ
い
て
衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た

場
合
の
協
議
委
員
の
選
挙
に
関
す
る
例

衆
議
院
か
ら
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
た
議
案
が
数
案
あ
る
場
合
に
、
衆
議
院
が
一
の
議
案
に
つ
き
協
議
委
員
を
選
挙

し
他
の
議
案
の
協
議
委
員
を
こ
れ
と
同
一
と
し
た
と
き
、
又
は
数
案
に
つ
い
て
一
の
協
議
委
員
を
選
挙
し
た
と
き
の
本

院
の
協
議
委
員
の
選
挙
の
主
な
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
七
月
五
日
衆
議
院
か
ら
国
家
行
政
組
織
法
案
及
び
刑
事
訴
訟
法
を
改
正
す
る
法
律
案

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
、
第
二
の
議
案
の
協
議
委
員
は
第
一
の
議
案
の
協
議
委
員
と
同
一

と
し
た
旨
の
通
知
が
あ
り
、
本
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
国
家
行
政
組
織
法
案
外
一
件
協
議
委
員
を
選
挙
し

た
（
第
一
の
議
案
は
多
数
を
も
っ
て
、
第
二
の
議
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
修
正
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
協
議
委
員
は
院
議

構
成
会
派
に
関
係
な
く
各
会
派
に
そ
の
所
属
議
員
数
に
応
じ
て
割
り
当
て
た
）
。

第
十
回
国
会　

昭
和
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
衆
議
院
か
ら
日
本
国
有
鉄
道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
関
税

定
率
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
食
糧
管
理
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
両
院
協

議
会
を
求
め
ら
れ
、
第
二
及
び
第
三
の
議
案
の
協
議
委
員
は
第
一
の
議
案
の
協
議
委
員
と
同
一
と
し
た
旨
の
通
知

が
あ
り
、
本
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
三
案
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
別
個
の
協
議
委
員
を
選
挙
し
た
（
第
一
及



五
二
四

び
第
二
の
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
を
も
っ
て
修
正
議
決
さ
れ
、
第
三
の
議
案
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。

第
十
三
回
国
会　

昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
八
日
衆
議
院
か
ら
労
働
関
係
調
整
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及

び
地
方
公
営
企
業
労
働
関
係
法
案
に
つ
い
て
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
、
労
働
関
係
調
整
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
外
一
件
協
議
委
員
の
通
知
が
あ
り
、
本
院
は
翌
二
十
九
日
の
会
議
に
お
い
て
、
労
働
関
係
調
整
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
一
件
協
議
委
員
を
選
挙
し
た
（
両
案
は
一
括
し
て
多
数
を
も
っ
て
修
正
議
決
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
）
。

同　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
七
年
七
月
二
十
九
日
衆
議
院
か
ら
通
商
産
業
省
設
置
法
案
、
通
商
産
業
省
設
置
法
の
施

行
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
理
に
関
す
る
法
律
案
、
農
林
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
大
蔵
省
設
置

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
大
蔵
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
理

に
関
す
る
法
律
案
、
保
安
庁
法
案
、
海
上
公
安
局
法
案
、
運
輸
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
国
家
行

政
組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
行
政
機
関
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
十
案
に
つ
い

て
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
、
通
商
産
業
省
設
置
法
案
外
九
件
協
議
委
員
の
通
知
が
あ
り
、
本
院
は
同
日
の
会
議

に
お
い
て
、
ま
ず
通
商
産
業
省
設
置
法
案
、
通
商
産
業
省
設
置
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
理
に
関
す
る
法

律
案
、
農
林
省
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
大
蔵
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
大
蔵

省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
理
に
関
す
る
法
律
案
の
五
案
協
議
委
員
を



五
二
五

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
二
七
）

選
挙
し
、
次
い
で
保
安
庁
法
案
、
海
上
公
安
局
法
案
、
運
輸
省
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
国
家
行
政

組
織
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
行
政
機
関
職
員
定
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
五
案
協
議
委
員

を
選
挙
し
た
（
十
案
は
、
い
ず
れ
も
多
数
を
も
っ
て
修
正
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
院
議
構
成
会
派
が
第
一
乃
至
第
五
の
議

案
と
第
六
乃
至
第
十
の
議
案
と
で
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。

同　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
七
年
七
月
三
十
日
衆
議
院
か
ら
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
保
安

庁
職
員
給
与
法
案
に
つ
い
て
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
、
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
一
件
協

議
委
員
の
通
知
が
あ
り
、
本
院
は
翌
三
十
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

外
一
件
協
議
委
員
を
選
挙
し
た
（
両
案
は
衆
議
院
か
ら
受
領
後
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。

第
百
十
八
回
国
会　

平
成
二
年
三
月
二
十
六
日
衆
議
院
か
ら
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）、
平
成

元
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
2
号
）
及
び
平
成
元
年
度
政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
（
機
第
2
号
）
に
つ
い

て
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
、
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
外
二
件
協
議
委
員
の
通
知
が
あ
り
、

本
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
平
成
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
外
二
件
協
議
委
員
を
選
挙
し
た

（
三
案
は
一
括
し
て
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。

第
百
二
十
八
回
国
会　

平
成
六
年
一
月
二
十
六
日
衆
議
院
か
ら
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
衆
議
院

議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
案
、
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
政
党
助
成
法
案
に
つ



五
二
六

い
て
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
三
件
協
議
委
員
の
通
知
が
あ
り
、

本
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
三
件
協
議
委
員
を
選
挙
し
た
（
四

案
は
一
括
し
て
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。

第
百
七
十
一
回
国
会　

平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
六
日
衆
議
院
か
ら
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2

号
）、
平
成
二
十
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
2
号
）
及
び
平
成
二
十
年
度
政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
（
機

第
2
号
）
に
つ
い
て
両
院
協
議
会
を
求
め
ら
れ
、
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
外
二
件
協
議

委
員
の
通
知
が
あ
り
、
本
院
は
同
日
の
会
議
に
お
い
て
、
ま
ず
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

及
び
平
成
二
十
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
（
特
第
2
号
）
の
二
案
協
議
委
員
を
選
挙
し
、
次
い
で
平
成
二
十
年
度

政
府
関
係
機
関
補
正
予
算
（
機
第
2
号
）
の
協
議
委
員
を
選
挙
し
た
（
第
一
及
び
第
二
の
議
案
は
多
数
を
も
っ
て
修
正
議

決
さ
れ
、
第
三
の
議
案
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
、
院
議
構
成
会
派
が
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
）
。

四
二
八　

内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
両
院
協
議
会
に
お
い
て
は
、
各
議
院
が
指

名
し
た
者
を
議
題
と
す
る

内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
両
院
協
議
会
に
お
い
て
は
、
各
議
院
が
指
名
し
た
者
を
議
題
と
し
、
他
の
者
を
議
題
と
す
る
こ

協
規 

第
八
条



五
二
七

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
二
八
）

と
が
で
き
な
い
。

内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
両
院
協
議
会
の
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
二
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
二
月
二
十
一
日
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
い
て
、
本
院
は
吉
田
茂
君
を
、
衆
議
院

は
芦
田
均
君
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
し
、
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
月
二
十
三
日
両
院
協
議
会
を

開
い
て
各
議
院
が
指
名
し
た
吉
田
茂
君
及
び
芦
田
均
君
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
成
案
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

第
百
十
五
回
国
会　

平
成
元
年
八
月
九
日
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
い
て
、
本
院
は
土
井
た
か
子
君
を
、
衆
議
院

は
海
部
俊
樹
君
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
し
、
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
日
両
院
協
議
会
を
開
い
て

各
議
院
が
指
名
し
た
土
井
た
か
子
君
及
び
海
部
俊
樹
君
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
成
案
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

第
百
四
十
三
回
国
会　

平
成
十
年
七
月
三
十
日
（
召
集
日
）
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
い
て
、
本
院
は
菅
直
人
君

を
、
衆
議
院
は
小
渕
恵
三
君
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
し
、
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
日
両
院
協
議

会
を
開
い
て
各
議
院
が
指
名
し
た
菅
直
人
君
及
び
小
渕
恵
三
君
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
成
案
を
得
る
に
至
ら
な

か
っ
た
。

第
百
六
十
八
回
国
会　

平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
い
て
、
本
院
は
小
沢
一
郎
君
を
、

衆
議
院
は
福
田
康
夫
君
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
し
、
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
日
両
院
協
議
会
を

開
い
て
各
議
院
が
指
名
し
た
小
沢
一
郎
君
及
び
福
田
康
夫
君
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
成
案
を
得
る
に
至
ら
な



五
二
八

か
っ
た
。

第
百
七
十
回
国
会　

平
成
二
十
年
九
月
二
十
四
日
（
召
集
日
）
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
に
つ
い
て
、
本
院
は
小
沢
一

郎
君
を
、
衆
議
院
は
麻
生
太
郎
君
を
そ
れ
ぞ
れ
指
名
し
、
両
議
院
の
議
決
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
日
両
院

協
議
会
を
開
い
て
各
議
院
が
指
名
し
た
小
沢
一
郎
君
及
び
麻
生
太
郎
君
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
成
案
を
得
る
に

至
ら
な
か
っ
た
。

参
照　

四
二
四
号

四
二
九　

協
議
委
員
議
長
か
ら
提
出
さ
れ
る
報
告
書
は
、
印
刷
に
付
し
、
各

議
員
に
配
付
す
る

両
院
協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得
て
、
協
議
委
員
議
長
か
ら
議
長
に
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
印
刷
に

付
し
、
各
議
員
に
配
付
す
る
。

な
お
、
両
院
協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得
ず
、
そ
の
旨
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

参
照　

一
七
〇
号
、
一
七
五
号

協
規 

第
一
〇
条



五
二
九

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
二
九
―
四
三
一
）

四
三
〇　

両
院
協
議
会
の
成
案
が
議
院
の
会
議
に
お
い
て
議
題
と
な
っ
た
と

き
は
、
ま
ず
協
議
委
員
議
長
が
両
院
協
議
会
の
経
過
及
び
結
果
を

報
告
す
る

両
院
協
議
会
の
成
案
が
議
院
の
会
議
に
お
い
て
議
題
と
な
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
協
議
委
員
議
長
が
両
院
協
議
会
の
経
過

及
び
結
果
を
報
告
す
る
。

な
お
、
両
院
協
議
会
に
お
い
て
成
案
を
得
な
か
っ
た
と
き
も
、
議
院
の
会
議
に
お
い
て
そ
の
旨
を
報
告
す
る
の
を
例
と

す
る
。

参
照　

二
九
五
号

四
三
一　

両
院
協
議
会
の
成
案
に
対
す
る
質
疑
及
び
討
論
は
、
成
案
の
範
囲

に
限
る

両
院
協
議
会
の
成
案
に
対
す
る
質
疑
及
び
討
論
は
、
成
案
の
範
囲
に
限
る
。
両
院
協
議
会
の
成
案
に
つ
い
て
質
疑
及
び

討
論
を
行
っ
た
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
国 
第
九
四

条
）

規 

第
一
七
八

条



五
三
〇

第
十
三
回
国
会　

昭
和
二
十
七
年
六
月
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
の
両
院
協
議
会
の
成
案
に
つ
い
て
、
相
馬
助
治
君
は
質
疑
し
、
協
議
委
員
議
長
草
葉
隆
圓
君
が

答
弁
し
た
。
次
い
で
、
千
葉
信
君
は
反
対
の
討
論
を
行
っ
た
。

第
百
二
十
八
回
国
会　

平
成
六
年
一
月
二
十
九
日
の
会
議
に
お
い
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の

両
院
協
議
会
の
成
案
、
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設
置
法
案
の
両
院
協
議
会
の
成
案
、
政
治
資
金
規
正
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
両
院
協
議
会
の
成
案
及
び
政
党
助
成
法
案
の
両
院
協
議
会
の
成
案
に
つ
い
て
、
有

働
正
治
君
は
反
対
の
討
論
を
行
っ
た
。

四
三
二　

憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
及
び
第
六
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期

間
の
計
算
は
、
本
院
が
議
案
を
受
領
し
た
当
日
か
ら
起
算
す
る

憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
及
び
第
六
十
条
第
二
項
（
第
六
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
）
に
規
定
す
る
期
間
の
計

算
は
、
本
院
が
議
案
を
受
領
し
た
当
日
か
ら
起
算
す
る
。

参
照　

四
二
四
号

憲 

第
五
五

条
―

　

 

第
六
一
条

（
国 

第
一

三

三

一

三

三

条
）



五
三
一

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
三
二
、
四
三
三
）

四
三
三　

法
律
案
に
つ
い
て
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

衆
議
院
が
再
議
決
し
た
例

衆
議
院
が
議
決
し
、
本
院
で
こ
れ
と
異
な
っ
た
議
決
を
し
た
法
律
案
に
つ
き
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
衆
議
院
が
出
席
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
再
び
議
決
し
た
と
き
は
、
法
律
と
な
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。㈠　

本
院
に
お
い
て
修
正
し
た
法
律
案
に
不
同
意
と
決
し
、
再
議
決
し
た
例

第
一
回
国
会　

昭
和
二
十
二
年
十
月
十
一
日
本
院
に
お
い
て
修
正
議
決
し
衆
議
院
に
回
付
し
た
刑
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
は
、
同
月
十
四
日
衆
議
院
に
お
い
て
不
同
意
と
決
し
た
後
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
、
再
議
決
し
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

㈡　
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
法
律
案
を
再
議
決
し
た
例

第
十
回
国
会　

昭
和
二
十
六
年
六
月
二
日
本
院
に
お
い
て
否
決
し
た
衆
議
院
提
出
の
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
法
案
は
、

同
月
五
日
衆
議
院
に
お
い
て
憲
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
再
議
決
し
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

憲 
第
五
九
条

国 

第
六
五
条

 

第
八
三

条
の
二

 

第
八
三

条
の
三



五
三
二

㈢　
本
院
に
お
い
て
審
議
中
の
法
律
案
に
つ
き
、
衆
議
院
に
お
い
て
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
し
、

再
議
決
し
た
例

第
十
三
回
国
会　

昭
和
二
十
七
年
五
月
三
十
一
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
国
立
病
院
特
別
会
計
所
属
の
資
産
の
譲

渡
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
は
、
本
院
に
お
い
て
受
領
後
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
七
月

三
十
日
衆
議
院
に
お
い
て
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
議
決
を
行

い
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
案
を
再
議
決
し
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

参
照　

四
二
四
号

四
三
四　

法
律
案
に
つ
い
て
、
本
院
が
受
領
後
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か

っ
た
た
め
、
衆
議
院
に
お
い
て
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す

議
決
を
行
っ
た
例

本
院
が
衆
議
院
の
議
決
し
た
法
律
案
を
受
け
取
っ
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
い

と
き
は
、
衆
議
院
は
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
院
が
そ
の
法
律
案
を
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す

憲 

第
五
九
条



五
三
三

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
三
四
）

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
十
三
回
国
会　

昭
和
二
十
七
年
五
月
二
十
九
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
国
家
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
、
同
月
三
十
一
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
国
立
病
院
特
別
会
計
所
属
の
資
産
の
譲
渡
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
案
及
び
保
安
庁
職
員
給
与
法
案
の
三
案
に
つ
い
て
、
本
院
が
受
領
後
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ
た
た
め
、

同
年
七
月
三
十
日
衆
議
院
に
お
い
て
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み

な
す
議
決
を
行
っ
た
。

第
百
六
十
九
回
国
会　

平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
平
成
二
十
年
度
に
お
け
る
公
債
の
発

行
の
特
例
に
関
す
る
法
律
案
、
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
、
地
方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
案
及
び
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
五

案
に
つ
い
て
、
本
院
が
受
領
後
六
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
年
四
月
三
十
日
衆
議
院
に
お
い
て
、

憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
院
が
否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
議
決
を
行
っ
た
。

第
百
八
十
三
回
国
会　

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
三
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選

挙
区
間
に
お
け
る
人
口
較
差
を
緊
急
に
是
正
す
る
た
め
の
公
職
選
挙
法
及
び
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
設

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
本
院
が
受
領
後
六
十
日
以
内
に
議
決
し

な
か
っ
た
た
め
、
同
年
六
月
二
十
四
日
衆
議
院
に
お
い
て
、
憲
法
第
五
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
院
が



五
三
四

否
決
し
た
も
の
と
み
な
す
議
決
を
行
っ
た
。

参
照　

四
二
四
号

四
三
五　

予
算
に
つ
い
て
、
本
院
が
受
領
後
三
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ

た
た
め
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
例

本
院
が
衆
議
院
の
議
決
し
た
予
算
を
受
け
取
っ
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
三
十
日
以
内
に
議
決
し
な
い
と

き
は
、
憲
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

第
十
九
回
国
会　

昭
和
二
十
九
年
三
月
四
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
昭
和
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算
、
昭
和
二

十
九
年
度
特
別
会
計
予
算
及
び
昭
和
二
十
九
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算
は
、
本
院
に
お
い
て
受
領
後
三
十
日
以
内

に
議
決
し
な
か
っ
た
た
め
、
憲
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
百
十
四
回
国
会　

平
成
元
年
四
月
二
十
八
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
平
成
元
年
度
一
般
会
計
予
算
、
平
成
元
年

度
特
別
会
計
予
算
及
び
平
成
元
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算
は
、
本
院
に
お
い
て
受
領
後
三
十
日
以
内
に
議
決
し
な

か
っ
た
た
め
、
憲
法
第
六
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

憲 

第
六
〇
条

国 

第
六
五
条

 

第
八
三

条
の
三
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第
十
八
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衆
議
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（
四
三
五
―
四
三
七
）

四
三
六　

条
約
に
つ
い
て
、
本
院
が
受
領
後
三
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ

た
た
め
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
例

本
院
が
衆
議
院
の
議
決
し
た
条
約
を
受
け
取
っ
た
後
、
国
会
休
会
中
の
期
間
を
除
い
て
三
十
日
以
内
に
議
決
し
な
い
と

き
は
、
憲
法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
る
。
そ
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
十
回
国
会　

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
一
日
衆
議
院
か
ら
送
付
さ
れ
た
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の

た
め
の
日
本
国
政
府
と
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
外
二
件
は
、
本
院
に
お
い
て
受
領
後
三
十
日
以
内
に
議
決
し
な
か
っ
た
た
め
、
憲

法
第
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

以
後
同
例
が
あ
る
。

四
三
七　

憲
法
第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
の
計
算
は
、
衆
議
院

が
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
の
議
決
を
行
っ
た
当
日
か
ら
起
算
す
る

憲
法
第
六
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
の
計
算
は
、
衆
議
院
が
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
の
議
決
を
行
っ
た
当
日
か

憲 
第
六
一
条

国 

第
六
五
条

 

第
八
三

条
の
三

憲 

第
六
七
条

（
国 

第
一

三

三

一

三

三

条
）
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ら
起
算
す
る
。
な
お
、
従
来
の
例
に
よ
れ
ば
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
名
の
議
決
は
全
て
両
院
で
同
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

四
三
八　

衆
議
院
議
員
発
議
の
法
律
案
又
は
衆
議
院
提
出
の
法
律
案
に
つ
き
、

発
議
者
又
は
衆
議
院
の
委
員
長
が
本
院
の
会
議
に
お
い
て
国
会
法�

第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
趣
旨
説
明
を
し
た
例

衆
議
院
議
員
発
議
の
法
律
案
又
は
衆
議
院
提
出
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
本
院
の
会
議
に
お
い
て
国
会
法
第
五
十
六
条
の

二
の
規
定
に
よ
る
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
主
な
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈠　
予
備
審
査
の
た
め
送
付
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
発
議
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
発
議
者
か
ら
趣
旨
説
明
を

聴
取
し
た
例

第
十
六
回
国
会　

昭
和
二
十
八
年
六
月
二
十
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、
公
共
企
業
体
等
労
働
関
係
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
衆
議
院
議
員
山
花
秀
雄
君
外
六
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
多
賀
谷
眞
稔
君
は
趣
旨

説
明
を
行
い
、
ま
た
、
地
方
公
営
企
業
労
働
関
係
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
議
員
山
花
秀
雄
君
外

六
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
井
堀
繁
雄
君
は
趣
旨
説
明
を
行
い
、
両
君
は
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し

た
。

国 

第
五
六

条
の
二

　

 

第
六
〇
条
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（
四
三
八
）

な
お
、
発
議
者
衆
議
院
議
員
山
花
秀
雄
君
、
熊
本
虎
三
君
及
び
矢
尾
喜
三
郎
君
も
同
日
の
会
議
に
出
席
し
、
山
花

秀
雄
君
は
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
（
両
案
と
と
も
に
、
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
争
議
行
為
の
方
法
の
規
制
に
関

す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）
に
つ
い
て
小
坂
労
働
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
こ
れ
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
）
。

第
二
十
二
回
国
会　

昭
和
三
十
年
七
月
四
日
の
会
議
に
お
い
て
、
憲
法
調
査
会
法
案
（
衆
議
院
議
員
清
瀬
一
郎
君
外

四
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
清
瀬
一
郎
君
は
趣
旨
説
明
を
行
い
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

な
お
、
発
議
者
衆
議
院
議
員
古
井
喜
實
君
も
同
日
の
会
議
に
出
席
し
た
。

第
二
十
四
回
国
会　

昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日
の
会
議
に
お
い
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
衆
議
院
議
員
中
村
高
一
君
外
四
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
鈴
木
義
男
君
は
趣
旨
説
明
を
行
い
、

質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

第
三
十
八
回
国
会　

昭
和
三
十
六
年
三
月
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
農
業
基
本
法
案
（
衆
議
院
議
員
北
山
愛
郎
君
外

十
一
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
北
山
愛
郎
君
は
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。

な
お
、
発
議
者
に
対
す
る
質
疑
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
（
同
案
と
と
も
に
、
農
業
基
本
法
案
（
内
閣
提
出
）
に
つ
い
て
周
東
農

林
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
こ
れ
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
）
。

第
百
三
十
二
回
国
会　

平
成
七
年
五
月
十
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
介
護
休
業
等
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
議
員

松
岡
滿
壽
男
君
外
四
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
松
岡
滿
壽
男
君
は
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
。
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な
お
、
発
議
者
衆
議
院
議
員
大
野
由
利
子
君
、
河
上
覃
雄
君
及
び
桝
屋
敬
悟
君
も
同
日
の
会
議
に
出
席
し
、
質
疑

に
対
し
答
弁
し
た
（
同
案
と
と
も
に
、
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
）
に
つ
い
て
浜
本

労
働
大
臣
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
こ
れ
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
）
。

㈡　
衆
議
院
提
出
の
法
律
案
に
つ
い
て
、
発
議
者
又
は
衆
議
院
の
委
員
長
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
例

第
三
十
三
回
国
会　

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
国
会
の
審
議
権
の
確
保
の
た
め
の
秩
序

保
持
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
議
員
佐
々
木
盛
雄
君
外
四
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
佐
々
木
盛

雄
君
は
趣
旨
説
明
を
行
い
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

第
百
三
十
四
回
国
会　

平
成
七
年
十
二
月
十
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
衆
議
院
議
員
瓦
力
君
外
二
十
五
名
提
出
）
及
び
政
党
助
成
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
議
員
瓦
力

君
外
二
十
五
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
瓦
力
君
は
趣
旨
説
明
を
行
い
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

な
お
、
発
議
者
衆
議
院
議
員
伊
吹
文
明
君
、
佐
藤
観
樹
君
及
び
三
原
朝
彦
君
も
同
日
の
会
議
に
出
席
し
、
質
疑
に

対
し
答
弁
し
た
。

第
百
四
十
三
回
国
会　

平
成
十
年
十
月
五
日
の
会
議
に
お
い
て
、
債
権
管
理
回
収
業
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
衆

議
院
議
員
保
岡
興
治
君
外
三
名
提
出
）
外
三
案
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
保
岡
興
治
君
は
趣
旨
説
明
を
行
い
、

ま
た
、
金
融
機
能
の
再
生
の
た
め
の
緊
急
措
置
に
関
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
議
員
菅
直
人
君
外
十
二
名
提
出
）
外
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三
案
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
伊
藤
英
成
君
は
趣
旨
説
明
を
行
っ
た
（
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
八
案
の
う
ち
競
売

手
続
の
円
滑
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
及
び
特
定
競
売
手
続
に
お
け
る
現
況
調
査
及
び
評
価
等
の
特

例
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
案
（
い
ず
れ
も
衆
議
院
議
員
保
岡
興
治
君
外
四
名
提
出
）
を
除
く
六
案
は
、
平
成
十
年
十
月
二
日
、
衆
議

院
に
お
い
て
修
正
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。

な
お
、
発
議
者
衆
議
院
議
員
池
田
元
久
君
、
石
井
啓
一
君
、
西
川
知
雄
君
及
び
鈴
木
淑
夫
君
も
同
日
の
会
議
に
出

席
し
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
（
八
案
と
と
も
に
、
金
融
機
能
の
正
常
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
筆
坂
秀
世
君
外
一
名
発

議
）
外
三
案
に
つ
い
て
発
議
者
本
院
議
員
筆
坂
秀
世
君
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
、
こ
れ
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
）
。

第
百
七
十
一
回
国
会　

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
六
日
の
会
議
に
お
い
て
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
議
員
中
山
太
郎
君
外
五
名
提
出
）
に
つ
い
て
発
議
者
衆
議
院
議
員
冨
岡
勉
君
は
趣
旨

説
明
を
行
っ
た
（
同
案
と
と
も
に
、
子
ど
も
に
係
る
脳
死
及
び
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
検
討
等
そ
の
他
適
正
な
移
植
医
療
の
確
保

の
た
め
の
検
討
及
び
検
証
等
に
関
す
る
法
律
案
（
本
院
議
員
千
葉
景
子
君
外
八
名
発
議
）
に
つ
い
て
発
議
者
本
院
議
員
川
田
龍
平
君

か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
が
、
両
案
に
つ
い
て
質
疑
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
）
。

第
百
七
十
七
回
国
会　

平
成
二
十
三
年
六
月
十
三
日
の
会
議
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法
案
（
衆
議
院

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
長
提
出
）
に
つ
い
て
衆
議
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
長
黄
川
田
徹
君
は
趣

旨
説
明
を
行
っ
た
。



五
四
〇

な
お
、
同
委
員
長
代
理
衆
議
院
議
員
後
藤
祐
一
君
、
加
藤
勝
信
君
及
び
石
田
祝
稔
君
も
同
日
の
会
議
に
出
席
し
、

質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

参
照　

二
八
六
号
、
二
八
八
号

四
三
九　

委
員
会
の
審
査
を
省
略
し
た
衆
議
院
提
出
法
律
案
に
つ
き
、
衆
議

院
の
委
員
長
が
本
院
の
会
議
に
お
い
て
趣
旨
説
明
を
し
た
例

第
二
十
一
回
国
会　

昭
和
三
十
年
一
月
二
十
四
日
の
会
議
に
お
い
て
、
国
会
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
会

の
審
査
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
た
後
、
衆
議
院
議
院
運
営
委
員
長
菅
家
喜
六
君
は
同
案
の
趣
旨
説
明
を
し
た
。

参
照　

二
八
二
号

国 

第
六
〇
条

（
規 

第
一

〇

七

一

〇

七

条
）



五
四
一

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
三
九
―
四
四
一
）

四
四
〇　

委
員
会
の
審
査
を
終
わ
っ
た
議
案
で
衆
議
院
提
出
の
も
の
及
び
衆

議
院
修
正
の
も
の
の
会
議
に
は
、
衆
議
院
の
委
員
長
、
発
議
者
又

は
修
正
案
の
提
出
者
は
出
席
し
な
い
の
を
例
と
す
る

委
員
会
の
審
査
を
終
わ
っ
た
議
案
で
衆
議
院
提
出
の
も
の
及
び
衆
議
院
修
正
の
も
の
の
会
議
に
は
、
衆
議
院
の
委
員
長
、

発
議
者
又
は
修
正
案
の
提
出
者
は
出
席
し
な
い
の
を
例
と
す
る
。

参
照　

三
五
六
号

四
四
一　

中
間
報
告
後
議
院
の
会
議
で
審
議
す
る
こ
と
に
決
し
た
議
案
で
衆

議
院
修
正
の
も
の
の
会
議
に
、
衆
議
院
の
委
員
長
又
は
修
正
案
の

提
出
者
が
出
席
し
た
例

第
五
十
六
回
国
会　

昭
和
四
十
二
年
八
月
十
八
日
の
会
議
に
お
い
て
、
健
康
保
険
法
及
び
船
員
保
険
法
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）
の
審
議
の
際
、
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
長
川
野
芳
滿
君
（
委
員
会
修
正
に
関

し
）
及
び
修
正
案
提
出
者
衆
議
院
議
員
和
田
耕
作
君
（
本
会
議
修
正
に
関
し
）
が
出
席
し
た
。

（
規 

第
一

七

五

一

七

五

条
の
二二

）



五
四
二

第
六
十
一
回
国
会　

昭
和
四
十
四
年
七
月
三
十
日
及
び
同
月
三
十
一
日
の
会
議
に
お
い
て
、
健
康
保
険
法
及
び
船
員
保

険
法
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）
の
審
議
の
際
、
修
正

案
提
出
者
衆
議
院
議
員
谷
垣
專
一
君
が
出
席
し
た
。

な
お
、
谷
垣
君
は
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

第
七
十
五
回
国
会　

昭
和
五
十
年
七
月
四
日
の
会
議
に
お
い
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提

出
、
衆
議
院
送
付
）
及
び
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）
の
審
議
の
際
、
第

一
の
議
案
の
修
正
案
提
出
者
衆
議
院
議
員
山
田
芳
治
君
及
び
小
沢
貞
孝
君
が
出
席
し
た
。

な
お
、
山
田
君
は
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

参
照　

二
九
一
号
、
三
五
六
号

四
四
二　

発
議
者
又
は
修
正
案
の
提
出
者
で
あ
る
本
院
議
員
が
衆
議
院
の
会

議
に
出
席
し
た
例

第
三
十
一
回
国
会　

昭
和
三
十
四
年
四
月
七
日
の
衆
議
院
の
会
議
に
お
い
て
、
最
低
賃
金
法
案
（
内
閣
提
出
、
参
議
院
回

付
）
の
審
議
の
際
、
修
正
案
の
提
出
者
本
院
議
員
草
葉
隆
圓
君
は
出
席
し
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

国 

第
六
〇
条

規 

第
一
七
五

条
の
二



五
四
三

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
四
二
）

第
四
十
三
回
国
会　

昭
和
三
十
八
年
五
月
十
四
日
の
衆
議
院
の
会
議
に
お
い
て
、
清
掃
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
趣
旨
説
明
）
の
審
議
の
際
、
発
議
者
本
院
議
員
藤
田
藤
太
郎
君
は
出
席
し
、
国
会
法
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に

よ
る
趣
旨
説
明
を
行
い
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。

第
九
十
六
回
国
会　

昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
の
会
議
に
お
い
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
（
趣
旨
説
明
）
の
審
議
の
際
、
発
議
者
本
院
議
員
金
丸
三
郎
君
は
出
席
し
、
国
会
法
第
五
十
六
条
の
二
の
規

定
に
よ
る
趣
旨
説
明
を
行
い
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。
な
お
、
発
議
者
本
院
議
員
松
浦
功
君
も
出
席
し
た
。

第
百
十
六
回
国
会　

平
成
元
年
十
二
月
十
二
日
の
衆
議
院
の
会
議
に
お
い
て
、
消
費
税
法
を
廃
止
す
る
法
律
案
外
八
案

（
趣
旨
説
明
）
の
審
議
の
際
、
発
議
者
本
院
議
員
久
保
亘
君
は
出
席
し
、
国
会
法
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る

趣
旨
説
明
を
行
い
、
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。
な
お
、
発
議
者
本
院
議
員
小
川
仁
一
君
、
梶
原
敬
義
君
、
佐
藤
三
吾

君
、
太
田
淳
夫
君
、
峯
山
昭
範
君
、
笹
野
貞
子
君
及
び
勝
木
健
司
君
も
出
席
し
、
峯
山
昭
範
君
、
勝
木
健
司
君
及
び

笹
野
貞
子
君
は
質
疑
に
対
し
答
弁
し
た
。



五
四
四

四
四
三　

本
院
提
出
法
律
案
の
衆
議
院
に
対
す
る
委
員
会
審
査
省
略
要
求
に

関
す
る
例

本
院
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
衆
議
院
に
対
し
て
委
員
会
の
審
査
省
略
を
要
求
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
院
運
営
委
員

会
に
お
い
て
協
議
し
、
議
院
の
会
議
に
お
い
て
議
案
を
議
決
し
た
後
、
直
ち
に
議
長
が
議
院
に
諮
り
、
こ
れ
を
決
す
る

の
を
例
と
す
る
。
衆
議
院
に
対
し
委
員
会
の
審
査
省
略
を
要
求
す
る
議
決
が
あ
っ
た
と
き
は
、
議
長
は
、
議
案
の
送
付

と
と
も
に
文
書
で
こ
れ
を
要
求
す
る
。

本
院
提
出
法
律
案
に
つ
い
て
衆
議
院
に
対
し
委
員
会
の
審
査
省
略
を
要
求
し
た
例
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
三
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日　

引
揚
同
胞
対
策
審
議
会
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
衆
議
院
は
、
翌
二
十
七
日
委
員
会
の
審
査
を
省
略
し
て
議
題
と
し
、
直
ち
に
採
決
し
可
決
し
た
。）

第
四
回
国
会　

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
未
復
員
者
給
与

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
は
、
同
日
い
ず
れ
も
委
員
会
の
審
査
を
省
略
し
て
一
括
し
て
議
題
と
し
、
直
ち
に
採

決
し
可
決
し
た
。）

第
六
回
国
会　

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日　

未
復
員
者
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
特
別
未
帰

還
者
給
与
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
議
院
は
、
翌
三
十
日
い
ず
れ
も
委
員
会
の
審
査
を
省
略
し
な
い
こ
と
を
議
決

国 

第
五
六
条



五
四
五

第
十
八
章　

衆
議
院
と
の
関
係　
　

（
四
四
三
）

し
、
両
案
を
大
蔵
委
員
会
に
付
託
し
た
後
、
同
年
十
二
月
一
日
可
決
し
た
。）

参
照　

二
七
七
号
、
二
七
八
号




